
岐阜市における取組み概要

岐阜県 岐阜市概要（令和6年時点）

面積：203k㎡ 人口：39.4万人

事業概要

●実施経緯

市の職員が岐阜県発達障害者支援センターが実施する支援機関向けの「ペアレント・トレーニング指導者養成研修」を

受講し、平成 26年度から学齢期の保護者向けにペアトレを実施。令和5年度より幼児向けペアトレを開始。

臨床心理士等、心理系の資格を有する職員を中心に、エールぎふの直営により実施

●実施講座（令和５年度）

エールぎふ（市が運営）

０歳から２０歳前までの こども・若者とその保護者が

抱えるあらゆる悩みや困難に対し、ワンストップで総合的・

継続的な相談支援を行う相談機関として、平成26年4月に設置。

区分 定員 種類 時間 実績

学齢期コース
（全13回）

20名程度 (1)お試し編 90分×1回 2クール実施
実参加人数50人

(2)基礎編 60分×5回

(3)応用編 60分×6回

(4)フォローアップ 60分×1回

幼児期コース
（全7回）
※3歳以上を想定

10名程度 (1)お試し編 90分×1回 ２クール実施
実参加人数13人

(2)本編 90分×6回
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事業実施における特徴

工夫している点

●学齢期コースでは、オリジナルのテキストを作成し、学齢期の子育てに合わせた独自の内容を取り入れて実施している

●参加者の理解度に応じて、個別にフォロー している

●欠席者に対して、電話や来所の際に欠席された回の内容を伝え、次の回に参加しやすくしている

直営のメリット

●‟エールぎふ“が運営する相談事業から個別に相談支援を行っている保護者に対し、必要に応じてペアトレの利用勧奨を

行うことで、複層的な支援の提供が可能 となる。

※令和5年度相談事業（保護者の会等）からの流入状況（延べ参加者数）※下記事業以外からも参加者が集まっています。

①乳幼児学習会（発達）307人 ②ゆったりゆったり（発達）221人

③ぼちぼちいこか（不登校）110人 ④ゆうゆうと（才能伸長）18人

●ペアトレ参加者のうち、支援を要する家庭を、‟エールぎふ”での相談支援につなぐことができる。

●内容を伝えるだけでなく自宅での取り組み状況をヒアリングする等、参加者との関係構築に努めている。

利用者アンケートでも好意的な意見が寄せられた。
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講座内容詳細 (令和６年度自治体説明会資料より)
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講座内容詳細 (令和６年度自治体説明会資料より)
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オンライン自治体説明会で寄せられた質問

令和６年９月20日 実施

ペアトレの定員について20人程度とありましたが、その人数をいくつかのグループに分けるのでしょうか？

それとも、20人一斉に行うプログラムとなっているのでしょうか。

1グループ3～４人程度になるようグルーピングをします。全体でファシリテーターの説明を聞く時間と、

グループワークの時間があります。

Q

A

参加者中に要対協管理の家庭は入っていますか？

全市の保護者を対象としており、要対協管理の家庭も対象です。これまでに受講された方の中にもいます。

Q

A

ペアトレについて、どのように広報周知を行っているのでしょうか？

①岐阜市の生涯学習情報誌「長良川大学」に掲載し、岐阜市ホームページから申込、

②エールぎふホームページに掲載、申込、③エールぎふ利用者に個別に紹介することもあります

Q

A
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オンライン自治体説明会で寄せられた質問

令和６年９月20日 実施

ペアレントトレーニングの対象者を招集する際、“悩みを抱えている方”に声をかけるとのことですが、

その際実際どのような言葉がけをされていますでしょうか。また、DVなど明らかな問題が家庭に問題があると

疑われるご家庭の場合、どのようなお声掛けをされていますでしょうか。

保護者から、子どもへの対応やかかわり方の難しさについて相談があった場合、子どもの行動の捉え方や

言葉がけについて簡単に伝え、学べる場があることを紹介しています。虐待などがある家庭については、

要保護地域協議会の調整機関である家庭児童相談係が、保護者との信頼関係を築いた上で、グループ交流が

可能と判断した方にお勧めすることがあります。

Q

A

ペアレントトレーニングの学齢期の実施方法で何か工夫していることはありますか。

幼児期のみ実施しているので、ぜひ参考にさせていただきたいです。

一般的なプログラムは1回90分、全6回となっていますが、プログラムの成果はすぐに現れるものではないため、

学齢期コースでは1回を60分とし、お試し編に続いて基礎編5回・応用編6回・フォローアップ編1回を

半年間かけて行います。そうすることで、長期的・継続的なサポートが可能になります。また学齢期には、

学習や人間関係など幼児期とは異なる悩みが出てくるため、年齢や生活環境に応じた関わり方を取り扱うようにしています。

Q

A
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